
ウォーキング
最近運動不足解消のためにウォーキング（といってもただひたすら歩くだけですが）をしています。

先日は京浜東北線の線路に沿って浦和駅から川口駅まで歩きました。

全部で１時間２０分かかりましたが、各駅ごとの所要時間は次のとおりです。

 

浦和駅

↓　１５分

南浦和駅

↓　２８分
蕨駅

↓　１８分

西川口駅

↓　１９分

川口駅

 

これを見ると南浦和駅～蕨駅の区間がかなり時間がかかることが分かります。

みなさまもこの区間を歩かれる際はご注意下さい。

 

私の目標としては浦和駅から東京駅まで歩きたいと思っています。

 

 

弁護士　鴨田　譲

https://saitamasogo.jp/archives/68678


 

 



常に念じている僧のいる山～常念岳
松本で日弁連貧困本部の合宿、長野市内の信州大学で税制と社会保障の集会がありました。せっかくの夏の長野なので、北アルプスの常念
岳に登ってきました。

常念岳は、安曇野の西にそびえる山です。

ＮＨＫの連続テレビ小説「おひさま」で生徒達が登った山です。
安曇野から見る常念岳の美しさについて、「日本百名山」（深田久弥著）には、「松本から大町へ向かって安曇野を走る電車の窓から、も
しそれが冬であれば、前山を超えてピカリと光る真白いピラミッドが見える。私はそこを通るごとに、いつもその美しい峰から眼を離さな
い。そして今年こそ登ろうと決心を新たにするのが常である。」と記されています。
私が登った日はあいにく常念岳は雲の中でしたが、晴れた日には、美しく堂々とした山容です。

https://saitamasogo.jp/archives/68645


岩魚さんという写真家の方がホームページで紹介されている、澄み渡る空にそびえる常念岳を是非ご覧ください。
（→　岩魚さんのホームページ）

７月３１日、登山口から山頂（２８５７m）までの標高差約１５００mを往復。ところどころに高山植物が咲く沢沿いの道を進み、胸突き
八丁の登りに入り、樹林帯を抜けると、常念小屋がある常念乗越に出ます。

http://photohito.com/photo/orgshow/5245008/


 













ここから山頂まで、ゴロゴロとした岩の上を歩く急な登りが続きます。疲労がピークになり、次の一歩がなかなか上がらず、苦しい、辛い
と思いながら、常念岳の名前について考えているうちに、山頂に到着。



下りは早く、登山口手前の「山の神」で手を合わせ、夕方に下山しました。



帰宅して「日本百名山」を開くと、常念岳は、かつては常念坊と呼ばれ「常に念じている僧のいる山の意である。」とあり、「評論家臼井
吉見氏が書いていた。松本の氏の小学校の校長はいつも窓から外を指して『常念を見よ』と言ったが、その言葉だけが今も強く記憶に残っ
ている。」とあります。
連続テレビ小説「おひさま」では、ドイツの詩人・ツェーザル・フライシュレンの詩「心に太陽を持て」を生徒に贈る場面があります。
「…勇気を失うな。くちびるに歌を持て。心に太陽を持て。」の詩です。
常念岳が語りかけてくれていることを考えます。
今度は、事務所の仲間と一緒に行けたらなと思います。

弁護士　猪　股　　正

梅雨明け
ようやく梅雨が明けました。平年より約１０日遅れだそうです。
今年の夏はことのほか暑いらしく、今日はいきなり猛暑です。

世界ではテロが相次ぎ、日本でも相模原で障害のある方々を狙った悲惨な事件が起きました。
暑苦しさに気持ちも萎えてしまいます。

本日、当事務所が法律顧問をさせていただいている団体の総代会に、来賓として出席してきました。
来賓挨拶に立った労働組合連合会の会長のご祝辞。

今から２万年前には世界の人口は２万人で、大半が現在のアフリカ大陸に住んでいたとのこと。
迫り来る氷河期を前に、人類滅亡の危機が訪れたが、２万人のうちの多数派１万８０００人は奪い合い、結局、全滅した。
少数派の２０００人は譲り合い、分かち合った。少数派の方が苦しかっただろうが、現世まで生き延びた。
私たちがそのDNAを受け継いでいることに希望を見いだしたい・・・・。

１つの学説、ということなのだと思いますが、いたく染みいりました。暑苦しさもすっ飛びました。
相手を駆逐する所作の中に希望はない。我々のDNAは決してそういうものではない。そう信じたいと思います。
これから原爆の日、終戦記念日と続きます・・・・。

（会長さんのご挨拶の中の数字は、聞いたままのことを書きました。
無論、文責は完璧に私にあります。もし誤りがありましても、どうか寛大なお心でお受け止めください。
世の中、仮に間違っていても信じた方が幸せということがたまにはあります。）

 

https://saitamasogo.jp/archives/68634


弁護士　牧野　丘

 

都知事選
私は東京都在住のため、先日の参議院選に続き今週末も選挙です。
20歳やそこらの若いときは、選挙なんて、私が投票したところで何も変わらないしーとか、遊びに行きたいしーとか思っていました。親に
「選挙行きなさい。」って言われるのを鬱陶しく思っていたときもありました。

しかし、今や選挙権たくさん欲しいです。

変えて欲しい政策や税金の使い途、守っていただかなきゃいけない権利や制度たくさんあります。主たる候補者の公約がどれも似ているな
んて報道もあるけれど、絶対譲れないところが私にはあります。

1票しか持っていませんが、より良い未来のために、貴重な1票投じてきます！！

https://saitamasogo.jp/archives/68624


 

弁護士　南木　ゆう

 

 

サルスベリ
庭に初めて咲いたヤマボウシの白い花が散り、これを継ぐように紫や白アジサイが梅雨から初夏にかけて花をつけて頑張っているところに、
厳しい猛暑に抗うように今年もサルスベリの濃桃色の花房が目を楽しませてくれています。

そんな花や木々に隠れている中から、弱々しい鳴き声が聞こえてきて、朝、目が覚めます。

数年前にホンダの飛行場の草むらで、背中の毛が抜け落ちた姿で捨てられていたラブラドールの血が混じった、我が家の５代目の拾い犬
「クロ」の鳴き声なのです。

せめてサルスベリの花が散るまでは・・・・と思うのですが、それよりも苦しまないでと思う気持ちも強いのです。

（これを書いた２日後に逝きました。）

弁護士　梶山　敏雄

https://saitamasogo.jp/archives/68584


先頭打者ホームランと選挙
 

プロ野球日本ハムの大谷翔平選手が、ソフトバンク戦で、１番ピッチャーで先発しました。
プロ野球選手で先頭打者ホームランと言えば、元阪神の真弓選手ですが（本当にかっこよかったですね）、ピッチャーで１番、しかも初球
を先頭打者ホームランというのは、史上初「すごい！」としかいいようがありません。
大谷選手の希望するメジャーでの活躍を早く見てみたいのですが、大谷選手がメジャーに行く前に、是非、日本の球場で生で見てみたいで
す。
 

大谷選手の躍動する姿を見ていると、戦前、２度も応召され、野球をすること自体許されず、手榴弾を投げさせられ、投手としてのいのち
である右肩を痛め、最期は２７歳という若さで戦死した沢村栄治さんのことが対照的に思い起こされます。
 

私は、沢村栄治さんのいのちと才能を簡単に奪うような、人間を軽く扱う政治社会の中ではなく、人間のいのちと暮らしを大事にする社会
の中で、生きていきたいです。
 

私たちの暮らしにとって戦後最も大事な選挙が２日後に行われます。
 
 

https://saitamasogo.jp/archives/68569


弁護士 伊須 慎一郎

 

安保法制違憲訴訟
新安保法制法の制定は、平和的生存権、人格権を侵害するとともに、
憲法改正・決定権をも否定するものであり、新安保法制法の制定によって、
原告らが重大な権利侵害を受け、精神的苦痛をこうむったとして、損害賠償を求めて、
本年６月２０日、原告ら３１８名がさいたま地方裁判所に提訴しました。

当事務所からも多数の弁護士が代理人に就任しています。

https://saitamasogo.jp/archives/68501


 

私事ですが、甥が最近生まれました。
送られてくる写真を見るのが最近の楽しみです。
甥の世代が戦争に巻き込まれることなく、幸せに暮らせることを願います。

 

弁護士　德永　美之理



ベルギーに行ってきた。
ベルギーに行ってきた。
日本語はもちろん通じない。私はフランス語はおろか、英語も怪しい。無謀である。
鉄道は国鉄。改札はない。切符は基本券売機。現金は使えずカードのみ。女性車掌も多数。
空港からの切符は高いが、それ以外はかなり安い。ゆったり座れる。混んでない。時間には遅れる。ストライキは当然やる（げんにやって
いた）。

https://saitamasogo.jp/archives/68471


日没は午後９時５０分。店舗は午後６時に閉まるうえ、日曜休み。
首都ブリュッセルのシャッターが下りた日暮には程遠い、明るい午後８時の通りに、さまざまな人種の人が歩いている。

アラブ系の人は家族連れが多く、毛布にくるまってそのまま路上に眠る様子の家族も見える。２人組の兵士が自動小銃を所持してパトロー



ルしている。
パトカーのサイレンはたびたび聞こえる。

ホテルの７階からは建物の屋根が見渡せる。つまりそれより高い建物は少ない。



数百年前の尖塔と、いくつか高層ビルもある。

４，５階建ての建物が百年以上前から形成している市街地がそのまま残っているところも多い。銅像や広場が多い。
広場に面した食堂にはテラス席があり、おいしそうにビールを飲んでいる。
あらゆることに刺激を受けて、帰ってきた。



弁護士　髙木　太郎

１３年前のヤミ金の被害者の方から
ヤミ金融被害対策埼玉弁護団を発足して間もない、２００３年頃のヤミ金の被害者の方から、先日、１３年ぶりにお電話をいただきました。

「あのときのことは、ついこの間のことのように、頭から離れません。兄家族、実家、兄弟、親戚までの大変な騒ぎとなりました。命を救っ
ていただき本当にありがとうございます。おかげさまで、今は、何とか平穏な暮らしができております。私も、大病を患い、治療中の身で、
命あるうちにと思い、ご連絡させていただきました。命を救っていただいて、本当にありがとうございます。本当に感謝の気持でいっぱい
です。命を救っていただいて本当にありがとうございました…」

確かに、当時、悪質なヤミ金に相当追い詰められていた状況でしたが、過分なお言葉に大変恐縮しながらお話をお聞きしていましたが、何
度も繰り返される言葉をお聞きしているうちに、とてもありがたいと思い、私も泣けてきてしまいました。

本日、その方から、丁寧なお手紙と、たくさんのお茶が届きました。

https://saitamasogo.jp/archives/68192


これからも、がんばる勇気と元気をいただきました。
本当に、どうもありがとうございます。

弁護士　猪　股　　正

赤ワインも冷やしましょう
ワインに詳しいわけではないけれど、
「赤ワインもちょっと冷やした方がおいしいのに、
なんでいつもお店では『室温』で出てくるんだろう？」
ずっとそう思ってました。

この何気ないストレスが、一冊の本で解消されました！
『黄金の丘で君と転げまわりたいのだ』

https://saitamasogo.jp/archives/68171


（三浦しをん・岡元麻理恵）ポプラ社

ワイン研究家の岡元さん曰く、
ワインでいう「室温」は
「日本ではなく、フランスの室温。
それも昔の石造りの家の温度で、15～18℃ぐらいを指します」
「日本では、『室温で飲んで美味しくなるワインはない』
というのがワインを味わう基本」なんだそうです！

しかも、
「6～8℃（室温18℃）でグラスに注がれたワインが、
10分後には10～12℃に上がってしまう」
というのですから、これはもう、
これからの季節に飲む赤ワインは冷やすに限りますね！

弁護士　佐渡島　啓

http://www.amazon.co.jp/dp/4591147088/ref=pd_lpo_sbs_dp_ss_1?pf_rd_p=187205609&pf_rd_s=lpo-top-stripe&pf_rd_t=201&pf_rd_i=4591126919&pf_rd_m=AN1VRQENFRJN5&pf_rd_r=0ZB925FPBEMC0Z3AXWXX

